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１．研究計画の概要 

着衣という共通の素材を通して、特定の
社会におけるジェンダーのあり方を研究し、
さらに、地域間の比較を行うことによって、
最終的に、グローバルな視点から、世界にお
ける女性の周縁化を理解しようとするもの
である。個人、ローカル、ネイション、リー
ジョナル、グローバルなアイデンティティの
重層性の中で立ち現れる着衣、身体、女性と
いう関係を、一つは、個別地域における実地
調査をもとに読み解く視点を提示し、もう一
つは、合同研究会における討論を通してロー
カルな視点の違い方から共通の枠組みを見
いだす。 
 
 
 
２．研究の進捗状況 
 （１）個別地域における着衣、身体、女性
の多様なありかたについては、各分担者の積
極的な実地調査の成果もあり、かなりの事例
が集積されている。アジア・アフリカ地域で
は、伝統的な「衣」文化が西欧近代、あるい
はパクス・アメリカーナの大量消費主義とど
うせめぎ合ってきたかを、近代的な身体のあ
り方を絡めて論ずる可能性を示す事例報告
がなされている。着衣から見える身体、女
性の関係を、伝統／近代の二元論で捉える
西欧近代のもつ同一性の思考に対して、別の
知のあり方を提示する事例として比較検討
されている。一方、ヨーロッパ地域では西欧
近代の「普遍性」と「特殊性」を自ら相対化
する状況に追い込むグローバリズムのなか
で、着衣、身体、女性の関係がどのように解
体され再構築されるのか、文化の客体化も含

めていくつかの事例報告がなされている。 
（２）ジェンダー表象に取り組む東京分科

会は、衣服（履物や被り物、空間／環境をま
でを含む）とそれを身に着ける身体へと人が
接近する回路としての視覚表象に着目した
分析・研究を進めている。そこでは「表象を
変える身体」と「身体を変える表象」という
視点が与えられ、「ジェンダーの政治学」へ
と収斂する回路ができつつある。 
（３）全体討論会は、個別事例の比較検討

で止まっており、共通の枠組みの構築に至る
ような内容ではない。しかし、多様な個別事
例を俯瞰するために、「身体と着衣の個別
性・主体性」「身体と着衣の脱領域化」「擬
える身体と着衣」の３つの回路が提示さ
れ、その妥当性について検討中であり、
同時に新たな集積回路の可能性も模索
している段階である。  
 
 
 
３．現在までの達成度 

③やや遅れている。 
 （理由） 
  所属研究機関の統合により分担者の研
究環境が変わったため、合同研究会が中断し
てしまい、個別地域の事例はかなり出てきた
が、それを集積する決定的な回路をいまだに
模索しているから。 
 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
  最終年度にあたり、分散ぎみの個別研究
を束ねるために、さまざまな地域の事例の比



較検討を徹底させ、共通の枠組みを構築すべ
く合同研究会を積極的に開催する。 
 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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